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みんなのカプリッチオ

ことわざ全集その34
人生に迷ったら墓を磨け

　HT

ことわざ全集その35
素直な子は本当によい子？

　HT

　人生色々、仕事、家族、人間関係。順風満帆の
時もあれば、うまくいかないときもあります。自
分自身の問題点がわかってながらどうしようもな
いときもあります。
　そんなときは自分の先祖、配偶者の先祖の墓を
磨くと何かの良い変化が現れることがあると言い
ます。

　これは特に宗教的なものではなく、人として自
分の先祖に感謝、誇りを持つことで不思議と解決
することもあるのです。
　理由はわかりませんが・・・。

「どんな子に育てたいですか？」
「素直な子に育てたいです」

「どんなお子さんでしたか？」
「素直な子で本当に手がかからなかった子です」
「とてもよい子でした」

なんて親のアンケートを読んだことがあります。

　しかし、“素直な子”は本当によい子なので
しょうか？社会では様々誘惑があったり、表と裏
があります。また、様々な競争もあります。もち

ろん、素直な要素も重要ですが、様々な角度から
物事を見ることができる能力も必要だと思うので
す。親の言うことをそのまま信じてくれるのは嬉
しいですが、何でも言うことを聞く子では、逆に
自画がないのではないかと心配になります。
　“素直な子”とは“親にとって都合のよい子”、
としていないでしょうか？
　親にとって“よい子”と、将来その子にとって
“よい子”は若干違うような気がします。親は将
来その子にとって“よい子”になるような選択を
しなければなりませんね。


